
 

 

（第２号様式）   
令和７年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立金沢支援学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（2月12日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教
育
課
程 

 
 

学
習
指
導 

自立と社会参加

を目指し、児

童・生徒の発達

段階に応じた系

統性のある教育

課程の編成と授

業への活用を進

める。 

① 学習指導要領に則 

って、発達段階に応 

じた系統性のある教 

育内容を考え実践す 

る。 

 

②-1 ICT機器活用の 

推進及び学習教材・ 

授業例の充実を図 

る。 

 

 

②-2 ICT機器の活用 

事例について、情報 

発信を進める。 

①作成した「身につけた 

い力」の内容表のﾌﾞﾗｯｼｭ 

ｱｯﾌﾟや校内研究で地域と 

協働した教育課程につい 

て検討していく。 

 

②-1 研修会を実施し、 

職員の理解を深めると共 

に、ICT教材や授業例を 

共有し、授業改善につな 

げる。 

 

②-2 ICT機器の活用事例 

について、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや通 

信、授業参観等で情報を 

発信していく。 

① 校内研究とも絡めな 

がら、授業づくりに取 

り組むことができた 

か。 

 

 

②-1 職員対象の研修会 

を実施し、各学部で授 

業改善につなげること 

ができたか。 

 

 

②-2 ICT機器活用事例 

を職員間で共有すると 

共に、情報発信を進め 

ることができたか。 

① 校内研究の内容や神知

研発表等で集約した意見と

進路学習でのつけたい力を

基に見直し、ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟを

行った。地域との関わりに

ついても追加した。 

②-1 電子黒板研修会に多

くの職員が参加し、授業で

活用したり、自主的な研修

会にも有志が参加したりし

ている。 

②-2 各学部それぞれ端末

を利用している状態が日常

的になりつつあり、ICT 機

器を利活用した授業がかな

り広まってきた。 

保護者には授業参観や面談

でICTの学びについて発信

している。 

① 内容表は指導案(児童生

徒の実態)での活用ができ

た。大まかな発達の内容表

のため新転任者に配付して

いきたい。細かいステップ

表は各学部で発展できると

良い。 

②-1 個別課題等で個人端

末を活用する事例をもっと

研修できると良い。 

 

②-2 情報発信については

ICT 機器活用促進と共に、

発信への意識も高めていき

たい。 

＜学校運営協議会＞ 

今年度は地域のいろいろな行事等

に学校も参加し一緒に行うことが

できた。今後も協力していきた

い。 

カリキュラムマネジメントを行う

のは教員であり、意識してしっか

り行ってほしい。それが働き方改

革にも繋がると考える。 

 

＜保護者アンケート＞ 

①「社会参加を見据え、発達段階

に応じた教育を受けられている

か」に対し、90％の評価を得た。 

② 「ICT機器の活用が進み、学習

教材や授業が充実したか」に対

し、58％の評価。「わからない」

が37％であった。 

① 校内研究とも絡めながら

各部門・学部で、地域とと

もにある学校を目指して、

地域の資源を活用した授業

づくりに取り組むことがで

きた。部門・学部によって

差はあるが、地域の資源に

ついて整理したり、実践に

落とし込んだりすることが

できた。今年新たにできた

繋がりもあり、次年度の実

践に繋げていく。 

② ICT 機器の活用やそのた

めの職員対象の研修を実施

し、授業での活用が進んで

きた。職員対象の研修会

は、更に多くの教員が参加

できるようになると良い。 

① 地域との関わりについて

も追加された「身につけた

い力」の内容表は、それぞ

れの学部で新転任者への配

付や細かなステップの改訂

を行い、教員間での共通理

解を図るツールとして活用

していく。 

 

② 情報管理チームを中心

に、各部門・学部のニーズ

も捉えながら研修内容は形

態または方法を工夫し、よ

り多くの教員が参加できる

研修会を実践していく。ま

た、授業での活用状況等ホ

ームページや授業参観・面

談等で積極的に情報を発信

していく。 

２ 

児
童
・
生
徒 

指
導
・
支
援 

障害や発達に関

わる一人ひとり

の教育的ニーズ

に応じた適切な

教育支援を行

う。 

① 児童生徒が主体的 

に学ぶことができる 

学習環境を設定す 

る。 

 

② 専門職等を活用し 

た更なる支援体制の 

充実を図る。 

① 子ども目線での教育 

環境整備の意識を定着さ 

せ、見やすさわかりやす 

さを一層推進する。 

 

②「チーム支援」を推進 

し、互いの専門性を生か 

した支援システムを構築 

する。 

① 児童生徒が主体的に 

学ぶ学習環境を設定す 

ることができたか。 

 

 

② 専門職支援体制の充 

実を図ることができた 

か。 

① 各学部で適した学習環

境ﾁｪｯｸｼｰﾄを作成した。学

期末、新学期の教室整備時

に周知した。 

 

② 専門職,CO,進路等と担

任が細やかに情報共有をし

ながらﾁｰﾑで指導・支援に

あたった。個別教育計画検

討への参画や学部・PTA の

ﾆｰｽﾞに応じて専門職を活用

して研修会等を実施した。 

① 定期的に学習環境ﾁｪｯｸｼ

ｰﾄを活用していきながら見

直しを図っていく。 

 

 

② 専門職等とのﾁｰﾑ支援は

継続して取り組むと共に、

PT,ST 以外の専門職との連

携については、他ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾁ

ｰﾑの取組や評価について校

内で共有し、校内全体のﾁｰ

ﾑ支援につなげたい。 

＜学校運営協議会＞ 

専門職の活用が多いことは素晴ら

しい。知的障害教育部門でも活用

できている。 

＜保護者アンケート＞ 

①「児童生徒が進んで学べる学習

環境になっているか」に対し、

84％の評価を得た。 

② 「専門職のアドバイスを取り

入れチームで支援できていると思

うか」に対し、57％の評価。「わ

からない」が33％であった。 

①児童生徒支援として学習

環境のチェックシートを作

成した。人権配慮も含めた

ものになっている。 

 

②学校全体として、専門職

等を活用した支援体制を進

めることができた。しか

し、保護者にとっては見え

にくいことであることも分

かった。 

①各学部でチェックシート

を作成しているため、定期

的に活用しながら見直しも

図るよう教務グループで確

認していく。 

 

②専門職等を活用した支援

体制については、他グルー

プ(チーム)とも連携して支

援につなげていく。また、

専門職の紹介等を保護者に

具体的に発信していく。 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

児童生徒一人ひ

とりの生きる力

を育むためのキ

ャリア教育の充

実を図る。 

① 卒業後の社会生活 

を見据えた進路指導 

・支援について、職 

員研修を充実させ 

る。 

 

 

 

② 保護者・地域等へ 

の進路指導情報発信 

の拡充を図る。 

① 「進路の手引き」の 

内容を見直したり、保護 

者説明会での内容を職員 

間でも共有したりする 

等、卒業後の生活を具体 

的に理解できるよう工夫 

した職員研修を行う。 

 

②「進路だより」や保護 

者対象の進路説明会等を 

活用し、部門・学部ごと 

の情報発信を充実させ 

る。 

①② 進路指導・支援に 

ついて、研修や情報発 

信を進めることができ 

たか。 

① 「進路の手引き」の見

直しでは近隣の事業所情報

などを盛り込み更新を行う

ことができた。事業所見学

は計 10 か所実施。職員研

修では進路指導や卒後の過

ごし方についてﾃｰﾏ別に計

４回実施し、延べ120名以

上の職員が参加した。 

② 「進路だより」では近

隣の新規事業所情報や保護

者対象見学会の取組を紹介

する等して、発行回数を増

やすことができた。小中学

部進路説明会では、座談会

形式でﾆｰｽﾞに合った情報提

供ができた。 

① 研修内容や事業所見学

については、事前ｱﾝｹｰﾄを

行いﾆｰｽﾞを把握した上で、

見学先やﾃｰﾏ設定を行うこ

とが課題である。 

 

 

 

 

②各部門・学部と連携し、

進路学習に関する取組につ

いて発信していきたい。事

業所の情報提供は地域毎の

情報量の違いが少なくなる

よう情報収集・提供を行っ

ていくことが課題である。 

＜学校運営協議会＞ 

企業として、学校(分教室)で卒業

後の話をすることができた。次年

度はもっとやれることを協力した

い。企業は進路担当との繋がりが

多いが、担任や連携支援グループ

との繋がりがあると良いと思う。 

 

＜保護者アンケート＞ 

「進路だより」や面談・進路説明

会等分かりやすかったか」に対

し、84％の評価を得た。 

① 職員対象の研修会を計画

的に実施することができ

た。テーマ別に実施したが

研修を受けて実際の指導に

繋げることができたかにつ

いては、65％(職員)の評価

にとどまった。 

 

②学部によって保護者のニ

ーズを取り入れて情報発信

できたことが、保護者の評

価に繋がった。対して、職

員からの評価は 59％にとど

まった。 

① 今年度の実績をもとに、

事前アンケート等行いなが

ら、各部門・学部での研

修、校内全体での研修と内

容を工夫し、職員研修を充

実させていく。 

 

 

② 保護者に向けては、今年

度の実績を次年度にも繋げ

ていく。地域毎の情報収

集・提供については、課題

意識をもって取り組みた

い。職員に対しては、各部

門・学部と連携した情報発

信を充実させたい。 



 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（2月12日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

地域とともに、

ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞな社会

の形成に向けた

ｾﾝﾀｰ的機能によ

る発信と協働の

充実を図る。 

①職員一人ひとりがｾ 

ﾝﾀｰ的機能を担う意識 

の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

② 本校の特別支援教 

育のノウハウを発信 

する。 

① 巡回相談等の情報を 

共有し、地域の学校の課 

題やニーズを知る等、地 

域を支援するための知識 

を得る。 

 

 

 

 

② 教育活動や教材教具 

・支援の手立て等巡回相 

談時やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで情報を 

発信する。また地域の学 

校のニーズを踏まえた巡 

回相談や研修会を実施す 

る。 

① 職員の意識向上を図 

ることができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

② ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等での情報 

発信やニーズを踏まえ 

た巡回相談・研修会を 

実施することができた 

か。 

① 年間を通して地域支援ﾁ

ｰﾑの取組の発信や研修会等

ﾁｰﾑを中心に校内全体で自

校のｾﾝﾀｰ的機能について考

える機会を設けることがで

きた。 

 

 

 

② 校外の会議や研修会等

でｷｬｯﾁした地域のﾆｰｽﾞに応

じて、情報発信や巡回相

談、研修会等を実施した。 

① ｾﾝﾀｰ的機能に対する校

内全体の意識を向上のため

には、今年度のような取組

を継続していく必要がある

と考える。今年度の取組や

成果を見える形で残し、次

年度以降に活用していける

と良い。 

 

② 今年度同様、地域のﾆｰ

ｽﾞに応じた方法や体制で、

巡回相談や研修を行った

り、必要な情報をいつでも

ｷｬｯﾁできるように情報発信

を工夫したりできると良

い。 

＜学校運営協議会＞ 

コロナ禍も落ち着き学校間で訪問

ができた。夏に開催された教材教

具展を見学し、特別支援教育の専

門性に触れたことは有益だった。 

 

＜保護者アンケート＞ 

「支援だより」等の発行や授業・

交流学習・作品展等を通して地域

との相互理解が深まったと思う

か」に対し76％の評価。 

① 今年は地域支援チームで

情報共有会や研修会等を実

施し、チーム員の意識向上

に繋げることができた。校

内全体の意識を向上・維持

するためには、今年度のよ

うな取組を継続していく必

要がある。 

 

② 夏の教材教具展や地域の

支援級担任対象の研修会を

開催したことは成果であ

る。ホームページ等での情

報発信については、必要な

情報をすぐキャッチできる

ような工夫を考えたい。 

① 今年度の取組や成果を見

える形(例：Teams 活用など)

で残し、次年度以降に活用

できるように整え、継続し

て取り組んでいく。 

 

 

 

 

② 今年度同様、地域の学校

のニーズに応じた方法や体

制で巡回相談や研修を行っ

たり、必要な情報をいつで

も見れるような情報発信方

法についてチームで検討し

たりしていく。 

５ 

学
校
管
理 

 

学
校
運
営 

信頼される学校

づくりの推進の

ため、安全で安

心できる指導体

制及び管理体制

を構築する。 

① 地域を意識した学

校防災や避難訓練を

計画・実施する。 

 

 

② 学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを活

用し、校内体制と安

全への取組を発信す

ると共に、地域と協

働して安全安心な学

校づくりに取り組

む。 

 

③ 業務の整理や効率

的な業務の遂行方法

等を検討し、働き方

改革を進める。 

① 保護者も巻き込んだ

訓練や地域と協働の訓練

等何ができるか検討し計

画を進める。 

 

② ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで日頃の学

習活動や学校の取組を発

信したり、地域からの情

報を収集したりして、ﾎｰ

ﾑﾍﾟｰｼﾞで紹介する等情報

交換の場を設ける。 

 

 

③-1 各ｸﾞﾙｰﾌﾟ・部門・

学部で業務整理、効率化

について継続して進めて

いく。 

③-2 新体制での分掌業

務を行いながら、業務の

効率化・平準化を検証し

ていく。 

① 新たな訓練のあり方

等検討し、計画を進め

ることができたか。 

 

 

② ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを有効に活

用し、情報発信するこ

とができたか。 

 

 

 

 

 

③-1 各ｸﾞﾙｰﾌﾟ･部門・

学部で考え、進めるこ

とができたか。 

 

③-2 新体制での分掌業

務の効率・平準化につ

いて検証することがで

きたか。 

① 新たな取組として、夏

季休業中に車椅子引上げ訓

練やDIG研修にPTA役員・

自治会の方数名が参加し

た。また、火災避難訓練で

は、PTA 役員の他ﾊﾞｽ介助

員の参加も呼びかけ、学校

関係者全体で協働する訓練

が実施できた。 

 

② 「かなよう日記」の更

新については、各学部の行

事や生活の様子を定期的に

掲載することができた。 

 

③-1 ｸﾞﾙｰﾌﾟや部門・学部

ごとに整理する業務を決め

て、進めることはできた。 

 

 

 

 

 

③-2 今年度運営しながら

総括教諭を中心に分掌業務

の効率・平準化について検

討した。 

① 今回実施しての反省を

活かして、地域を意識した

避難訓練を今後も継続して

いく。 

 

 

 

 

 

 

② 学部によって掲載回数

に偏りがあったので、分教

室含め計画的に掲載できる

よう連携して取り組む。 

 

③-1 それぞれ着手はして

いるが、結果としては見え

にくく、職員全体の満足度

は低い結果となっている。

次年度も各部署で業務整理

を意識し、出来る事を考え

て進めていく。 

 

③-2 引続き分掌業務の見

直し(調整)を進め、次年度

の業務分担に取り入れ、業

務の効率・平準化を進めて

いく。 

＜学校運営協議会＞ 

これから自治会の防災訓練(放水

訓練)を見学・参加予定もあり、

今後も協力していきたい。 

 

教員は忙しそうだ。働き方改革と

強いリーダーシップはパワハラと

も捉えかねない。保護者にお願い

するところは保護者が行うことと

して、学校でできることを絞って

も良いかもしれない。 

 

＜保護者アンケート＞ 

①「保護者と協働して学校防災や

避難訓練を実施していると思う

か」に対し79％の評価。 

②学校の取組等の情報が、お便り

やホームページ等で迅速に分かり

やすく提供されているか」に対し

87％の評価を得た。 

① 地域の方や保護者も参加

しての研修・訓練が実施で

きたことは成果である。今

後も内容を工夫しながら継

続していき、教職員はもと

より保護者の防災への意識

も高められるよう進めてい

きたい。 

 

② ホームページでの情報発

信は、学習活動の様子以外

にＰＴＡ活動の紹介等新た

なことに取り組むことがで

きた。地域との繋がり等も

紹介していきたい。 

 

 

 

③ 業務整理等は各部門・学

部でそれぞれ進めることは

できたが、それに対する職

員全体の満足度は低い。多

様な働き方がある中での業

務の分担や遂行方法等引続

き検討していく必要があ

る。 

① 地域とも連携しながら、

引続き本校の防災のあり方

を考えていく。保護者への

情報発信も意識的に実行で

きるよう、総括教諭や安全

防災チームと考えていく。 

 

 

 

② 更なるホームページの有

効活用に向け、教職員への

協力依頼や積極的な活用を

進めていく。また本校のホ

ームページについて、年度

始めに保護者に紹介する等

機会がある時に意識して周

知していく。 

 

③ 多様な働き方がある中で

職員への業務分担の考え方

について全体に周知し、各

部門・学部・グループで年

間を通しての業務分担を考

え、職員全体で業務に取り

組めるシステムを作ってい

く。 

 

 


